


実
施
さ
れ
た
検
査
や
専
門
家

の
声
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

（左
枠

「専
門
家

は
・・
・
」

「政
府
も
変
化
」

参
照
）
し
か
し
国
は
、
依
然

と
し
て
自
治
体
任
せ
だ
。
市

と
し
て
は
、
全
国
市
長
会
を

通
し
て
、
ま
た
県
と
と
も
に
、

検
査
Ａ
の
実
施
を
国

へ
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　㸵᭶��᪥参㆟㝔ண⟬ጤ員会でࠊᮾி

大Ꮫඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡◊✲センタ࣮がࢇ・

௦ㅰࢡ࢙ࢪࣟࣉト࣮࣮ࣜࢲのඣ⋢㱟ᙪ

Ặはࠊ感染震源地の制ᅽには㸯日��୓

ே以ୖの㹎㹁㹐検査が必㡲だと୺ᙇし

たࠋ㸵᭶��᪥ᮾி㒔医ᖌ会が感染震源

地へのᚭᗏ検査をồめたࠋ感染が拡大

した㑣ぞ市ではࠊ㸶᭶ึめ市内᭷数の

Ḽᴦ⾤松ᒣ地域で２０００ே㉸の大つ

ᶍ㹎㹁㹐検査を実施したࠋ㸶᭶㸳᪥に

は日本医ᖌ会㹁㹍㹔㹇㹂̺��᭷㆑者会

㆟が↓⑕状の感染者をྵࡴ検査体制の

確❧が必要とᥦၐしたࠋ

　ཌປ┬は㸶᭶㸵᪥ࠕ地域の㛵ಀ者のᖜ

広い検査がྍ能ࠖと通▱ࠋ㸶᭶��᪥医ᖌ

国会㆟員の会の要ㄳにࠊຍ⸨ཌປ┦はࠕ保

೺ᡤࠊ自治体のุ᩿でࠊやࡗてもらいた

いࠖと答えたࠋ㸶᭶��᪥政ᗓのᑐ⟇本㒊

がࠕ感染者のከ数Ⓨ⏕地域やࣛࢡスタ࣮

のⓎ⏕地域ではࠊ地域の㛵ಀ者のᖜ広い

検査がྍ能ࠖとしࠊ㒔㐨ᗓ県に✚ᴟ的な

検査の実施を要ㄳするとしたࠋ

市
長
　
今
後
、
検
査
件
数
が

拡
大
を
し
て
も
、
適
当
に
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

圏
域
内
で
体
制
整
備
し
て
い

き
た
い
。

（
「国

へ
要
望
す

べ
き
」
の
質
問
に
は
答
え
な

か
っ
た
）

臼
井
　
感
染
震
源
地
か
ら
全

国
に
広
が
る
。
そ
こ
を
指
定

し
、
国
が
財
政
支
援
を
し
て

こ
そ
効
果
が
あ
る
。
し
っ
か

り
国
に
要
望
す
べ
き
だ
。

臼
井
　
感
染

の
恐
怖
を
抱

え
、
風
評
被
害
、
心
身
の
ス

ト
レ
ス
に
直
面
し
て
働
く
医

療
機
関
、
介
護
施
設
、
福
祉

施
設
、
保
育

・
幼
児
教
育
の

現
場
、
学
校
な
ど
社
会
的
に

欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
う
施

設
で
は
、
集
団
感
染
に
よ
る

リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き
い
。

「そ
の
機
関
の
勤
務
者
、
入

院

・
入
所
者
、
出
入
り
業
者

も
含
め
て

一
斉
に
定
期
的
な

検
査
」
（以
下

「検
査
Ｂ
」
）

を
実
施
し
て
、
施
設
の
閉
鎖

を
招
か
な
い
こ
と
が
必
要

だ
。
（実
施
例
は
、
左
の

「医

療
、
介
護
施
設
等

へ
の
検
査

各
地
で
」
）
以
下
に
つ
い
て

伺
う
。

①
検
査
Ｂ
の
必
要
性
は
。
　

②
定
期
的
な
検
査
Ｂ
を
す
る

た
め
に
、
松
本
医
療
圏
の
現

在
の
検
査
能
力
は
。
　
　
　

③
定
期
的
な
検
査
Ｂ
を
行
う

た
め
に
、
検
査
体
制
の
あ
る

べ
き
目
標
は
。
　
　
　
　
　

④
検
査
Ｂ
に
よ
る
陽
性
者
を

隔
離

・
保
護

・
治
療
す
る
た

め
の
体
制
の
現
状
は
。
　
　

⑤
　
④
の
体
制
づ
く
り
を
国

や
県
に
し
っ
か
り
要
望
す
べ

き
だ
。
大
変
な
状
況
に
あ
る

医
療
、
介
護
現
場

へ
の
財
政

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　ཌປ┬はࠊ㸶᭶��᪥医

療・介護現場もしࡗかり

検査をするよう通▱をฟ

したࠋ　　　　　　　　

　㸷᭶㸲᪥⏫❧国保㍍஭

ἑ病㝔では３ࠊேのධ㝔

ᝈ者がࢼࣟࢥに感染した

のでࠊ���ேの検査をする

というࠋ県内のᗄつかの

⑓院関ಀ者がࠊ感染ࣜス

が㧗い場ᡤとの 来やࢡ

ேとの᥋ゐがあるᝈ者を

ᡭ⾡する㝿も検査するよ

うᑐ㇟拡大を検ウ中と

かࠊ感染しても↓⑕状の

ேがᩆ࿨ᩆᛴセンタ࣮に

ᦙ㏦されࠊධ㝔すれࡤ㝔

内感染のࣜスࢡがあるࠋ

␲いのあるேにࣛンࣉἲ

による検査をしている

がࠊᑐ㇟を大ᖜに広ࡆる

のは難しいとᙉい୙Ᏻを

ッえるグ஦があࡗたࠋ

　ୡ⏣㇂༊ではࠊ医療・

介護㛵ಀ者への社会的検

査を㐍めࠕㄡでもいつで

もఱ度でもࠖを目指すと

しているࠋ　　　　　　

　༓௦⏣༊でもࠊ全介護

施設の全⫋員に㹎㹁㹐検

査を行うとしているࠋ

保
健
医
療
部
長
　
①
必
要
な

地
域
で
は
既
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
体
制
整
備
を
整
え
た

い
。
全
員
に
公
費
で
定
期
的

な
検
査
を
す
る
こ
と
は
、
現

在
困
難
だ
。
②
③
　
県
が
��

の
医
療
圏
ご
と
に
外
来
検
査

セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
中

だ
。
国
も
検
査
を
拡
充
す
る

と
言
っ
て
い
る
。
④
３
５
０

名
程
度
の
病
床
と
２
５
０
名

程
度
の
宿
泊
施
設
を
確
保
し

た
。
⑤
８
月
��
日
の
国
の
方

針
を
受
け
て
県
の
新
目
標
も

示
さ
れ
る
と
考
え
る
。
市
と

し
て
県
の
動
き
を
注
視
し
た

い
。



臼
井
　
検
査
Ａ
に
よ
り
陽
性

者
を
隔
離

・
保
護
す
る
こ
と

は
、
地
方

へ
の
感
染
拡
大
を

防
ぎ
、
よ
り
安
心
し
て
都
市

部
か
ら
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
観
光
客
な
ど
市
内

経
済
活
動
に
プ
ラ
ス
と
な

る
。
検
査
を
行
わ
な
い
ま
ま

で
は
、
��
月
か
ら
の
ＧR

ＴR

ト
ラ
ベ
ル
は
、
全
国
に
感
染

を
広
げ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
厚
労
省
デ
ー
タ
で
は
、
日

本
で
新
規
感
染
者
が
減
少
し

た
５
月
と
８
月
中
旬
以
降
検

査
の
数
も
減
ら
さ
れ
、
無
症

状
感
染
者
か
ら
感
染
が
継

続
、
ま
た
次
の
波
が
来
る
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
感
染

は
何
度
も
山
を
繰
り
返
す
の

が
当
然
と
い
う
政
府
の
立
場

だ
と
、
安
曇
野
市
を
含
む
地

方
経
済
は
、
感
染
の
山
が
来

る
度
に
疲
弊
し
て
し
ま
う
。

　
検
査
Ａ
と
Ｂ
を
抜
本
的
に

増
や
す
こ
と
が
、
安
曇
野
市

の
経
済
に
と
っ
て
も
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

商
工
観
光
部
長
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
は
、
感
染
拡
大
を

防
止
た
め
に
重
要
で
あ
る

が
、
検
査
は
そ
の
時
点
の
状

態
を
把
握
す
る
も
の
だ
。
ワ

ク
チ
ン
あ
る
い
は
治
療
薬
の

開
発
が
待
た
れ
る
。

臼
井
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

差
別
や
偏
見
は
、
感
染
の
恐

怖
や
不
安
と
、
科
学
的
な
知

見
と
冷
静
な
思
考
が
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
恐

怖
や
不
安
を
少
な
く
す
る
た

め
に
も
、
検
査
Ａ
・
Ｂ
に
よ

り
感
染
力
の
あ
る
陽
性
者
を

隔
離

・
保
護

・
治
療
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
検
査
を
拡
大
す

れ
ば
、
不
安
が
解
消
し
、
差

別
、
偏
見
の
解
消
に
つ
な
が

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
が
あ
り
、
私
ど
も
は

そ
う
考
え
て
い
な
い
。
市
と

し
て
適
切
な
検
査
体
制
を
整

え
、
正
し
い
情
報
と
感
染
防

止
の
た
め
の
取
組
を
市
民
に

伝
え
て
い
く
。

臼
井
　
検
査
は
、
恐
怖
や
不

安
を
少
な
く
す
る
上
で
必
要

で
は
な
い
か
と
聞
い
て
る
。

総
務
部
長
　
検
査
を
し
て
も

コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
。
　
　

　
※
「
不
安
を
少
な
く
す
る
」

　
　
を

「不
安
が
解
消
し
」

　
　
と
質
問
内
容
を
変
え
る

　
　
答
弁
を
し
た
の
で
再
質

　
　
問
を
し
た
が
、
訂
正
は

　
　
な
か
っ
た
。

臼
井
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

差
別
や
偏
見
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す

い
啓
発
活
動
を
継
続
的
に
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の

「人
権
に
つ
い
て
」

で
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
、

医
療
従
事
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
広
報
あ
づ
み
の
で
は
、
感

染
者
等
に
対
す
る
偏
見
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
、
誰
も
が
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
正
確
な
情
報
に
基
づ

き
冷
静
に
判
断
し
、
差
別
的

な
発
言
に
同
調
し
な
い
こ

と
、
被
害
者
の
相
談
窓
口
も

知
ら
せ
て
い
る
。
　
　
　

　
差
別
防
止
の
チ
ラ
シ
を
公

民
館
な
ど
に
配
置
し
、
地
区

保
護
司
会
、
松
本
人
権
擁
護

委
員
会
協
議
会
安
曇
野
部
会

等
と
連
携
し
て
移
動
人
権
啓

発
展
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
啓
発
活
動
を
展
開

す
る
。

臼
井
　
長
期
の
休
み
と
感
染

症
対
策
、
学
校
行
事
の
中
止

・
縮
小
等
に
よ
り
、
大
き
な

影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も

へ
の
対
応
は
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
は
落
ち

着
い
て
、
前
向
き
に
学
習
に

取
り
組
み
、
影
響
は
特
に
は

感
じ
て
な
い
。

　

一
人

一
人
の
心
や
体
の
変

化
に
常
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
気
持
ち
の
安
定
を
図
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
や
保
護
者
が
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

臼
井
　
子
ど
も
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
学
校

行
事
に
つ
い
て

・
減
ら
し
て

ほ
し
く
な
い
・
中
止
に
し
な

い
で
ほ
し
い
・
親
に
も
見
に

来
て
ほ
し
い
　
と
希
望
し
て

い
る
。
中
止
に
至
る
過
程
や

計
画
作
成
の
過
程
で
、
子
ど

も
や
保
護
者
の
意
見
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
、
検
討
結

果
は
子
ど
も
や
保
護
者
に
ど

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る

の
か
。

教
育
長
　
修
学
旅
行
に
つ
い

て
は
い
え
ば
、
１
学
期
早
々

か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
思
い

を
直
接
ま
た
は
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
聞
き
取
り
、
学
校
が

児
童
生
徒
や
保
護
者
と
の
話

合
い
を
尽
く
し
て
判
断
し
て

い
る
。

臼
井
　
公
民
館
施
設
は
６
月

か
ら
使
用
が
再
開
さ
れ
た

が
、
堀
金
公
民
館
会
議
室
１

は
７
月
��
日
ま
で
使
え
な
か

っ
た
。
７
月
初
め
か
ら
、
申

請
書
の
受
付
件
数
も
給
付
金

の
振
込
件
数
も
１
日
当
た
り

２
桁
に
な
っ
て
い
た
が
、
使

用
期
間
は
適
当
だ
っ
た
か
。

福
祉
部
長
　
利
用
期
間
は
適

切
だ
っ
た
。

　
北
海
道
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
唾
液
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

感
度

（感
染
者
の
内
、
検
査
で

陽
性
と
さ
れ
る
割
合
）
は
��
～

��
％
、特
異
度
（陰
性
者
の
内
、

検
査
で
陰
性
と
さ
れ
る
割
合
）

は
���

９
％
以
上
で
信
頼
で
き

る
と
し
た
。
（今
年
９
月
��
日
）



　この10月、市内5か所で計6回給食センター市民説

明会が開かれました。昨年5月の市民説明会での質問

・意見を受けたものでしたが、市教育委員会は、昨

年に続き多くの市民から出された「堀金給食センタ

ーを廃止せず自校給食の伝統・

安曇野市の宝を守ってほしい」

の声より経費節減を優先する姿

勢に終始しました。

○給食職員との触れ合い

がなくなるのは残念で悲

しすぎる。子どもは栄養

で育っているだけじゃな

い。○堀金で調理員をし

ていて、子どもの顔が見

れて楽しかった。豊科の

センターへ異動してから

子どもの顔を１回も見な

かった。○堀金では調理

員が行事にも参加した。

子どもは、お母さんが作

ったものと同じような気

持ちで食べていたのでは

ないかと思う。○農家の

顔が見える本当の食育を

してきた。廃止してそう

いうことが残せるとは思

えない。○地産使用率は

堀金給食センターが一番

高い。農業者として他の

センターではできないと

思う。○堀金は、子ども

と調理場とが互いに生で

顔が見え、日々やり取り

ができ、五感で感じるこ

とができる。失ったらと

り返しがつかない。○数

字に表れない、子どもが

給食で育つことを真剣に

考えてほしい。○血の通

った交流は日ごろから顔

を見てないとできない。

○諏訪市から堀金に来て

がっかりした。諏訪市は

全校自校方式で安心感が

ある。諏訪市長は「市民

を減らさない。新しく呼

び込む」と言って、お金

はないが食べ物にお金を

かけている。○堀金に住

むようになって、子ども

が給食を「おいしい」と

言う。子どものアレルギ

ーが治った。なくさない

でほしい。

○市として「自校方式を

一か所持っている」と自

慢していい。○給食で堀

金移住を選んだ。市をＰ

Ｒするには、残すべきだ。

○夫が堀金が好きで、い

い所と思って引っ越して

きたが、こんな所とは思

わなかった。給食センタ

ーがなくなったら、子ど

もに「ごめんね」となん

で謝らなければいけない

のか。おいしい水や空気

だけでは子どもは育たな

い。子どもが外に出ても

「戻ってきて」と言えな

い。○子どもが増えるに

は、子どもに優しい地域

づくりが大切。○大切な

ものを残せる大人であり

たい○他市から来て、子

どもにお金をかけない安

曇野市に驚いている。

○建設計画当時のPTAは、

従来通り「自校給食がい

い」とセンター化に反対

したが、それでは合併後

に自校給食が残せないと

言われた。○先輩から引

き継いだ自校給食、歴史

的教育文化、貴重な財産、

宝物をぜひ残してほし

い。○堀金物産センター

は、食材納入を無料奉仕

でやってきた。○堀金村

は、教育にいくらお金が

かかっても「いや」と言

わなかった。子どものこ

とを考えて、本当に活か

してほしい。○子どもの

将来のために教育が第一

である。考える順序が違

う。教育予算は最後に削

るべき。増額するくらい

にすべき。○自校給食は

地域が支えてきた伝統だ

総
務
部
長
に
手
渡
し
た
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